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の後 4年間にわたって、海外探検隊は海洋科学部で実行してきた（2017年3月派遣が 8期生となる）。そして 4年目を迎え
た2016年 8月、ついに海洋工学部の学生が参加したことで全学展開を達成した。以上を踏まえ、あらためて海外探検隊のこ
れまでを振り返りたい。










































学部 1年生から参加することを希望する学生が増え、その結果、引き続き 2度目、 3度目の参加を希望する学生が出てきた
ことだ。このことから、派遣国と派遣人数の拡大に合わせ、より高度な内容を含む上級プログラムを開発する必要性がある
と感じた。その結果、完成したのがリサーチプログラムとバリューチェーンプログラムである。前者は海外大学大学院にお
ける研究活動を中心としたプログラム（現状はタイと台湾で実施）であり、学部低年次の学生にとっては研究活動の先取り
体験となり、研究志向の強い学生に人気である。後者は、グローバルにビジネスを展開する食品加工会社（タイ）やサーモ
ン養殖会社（ノルウェー）における実務研修である。この実務研修プログラムでは、日本の水産事業を牽引する三菱商事水
産事業グループの東洋冷蔵に協力頂いている。このように東京海洋大学には現在、アジア5か国と北欧 1か国に向けて毎年
50名の学生を海外派遣するプログラムが完成しており、2017年 3月も両学部の混合チームで構成される 8期生を送り出すこ
とを予定している。
4．終わりに～海外探検隊50年構想について
最後に、「海外探検隊50年構想」について、プログラムの開発責任者として、そのビジョンを共有しておきたいと思う。
海外探検隊50年構想とは、一言でいえば「人脈構築と生涯学習モデルの構築」に尽きる。海外探検隊は、春季や夏季休業の
1か月程度、海外で行う実習に参加することで 2単位を得る授業科目であるが、このプログラムが意図するところは、はる
かにスケールが大きい。
第一に、このプログラムに参加することで、学生に主体的な学びや探求学習の習慣が定着し、プレゼンテーション能力や
情報発信力が鍛えられる。英語や多言語学習へのモチベーションも格段に上がる。海外大学で研究室研修に参加し、さらに
グローバル企業の実務研修を受けることは、学生本人の近い未来と遠い未来への道筋を示すことにもなる。派遣国に同世代
の優秀な仲間をたくさん得ることにもなり、競争相手の存在も意識するようになる。
これらの事実に気づいたやる気のある学生は、プログラムに複数回参加するようになる。帰国後に中長期留学に挑戦する
学生も、たくさん輩出している。自分が派遣された国の仲間とは一生付き合える友情を育むが、ほかの派遣国の学生や異な
る時期に派遣された先輩や後輩とも交流する機会を同プログラムは多数用意している。
つまり、意識の高い学生が海外探検隊に多く集まり、プログラム終了後も、お互いにネットワークを広げ、さらなる挑戦
を続けて切磋琢磨しているのだ。実際、すべての海外探検隊参加者は、海越会（うみごえかい）という同窓会メンバーとな
る。同窓会メンバーが70名を超え、大学を卒業する OB/OGが出始めた2015年から第 1回の海越会を始めた。この同窓会は
年一度開催しているが、毎回多くの在校生に加えて、社会人になった卒業生も参加してくれている（現在の会員数は、8期
生までで合計141名）。このように、海外探検隊は在校生だけのものではなく、卒業してからも末永く、ずっと海外探検隊ネッ
トワークとの交流を保ち、互いに学びあう「生涯学習の場」として育ち続けるのである。本学としても様々なグローバル企
業や行政機関等に就職した卒業生達とのつながりを維持することになる。彼らは、未来の後輩のために海外探検隊の運営に
対しても様々な協力をしてくれることだろう。自分が学生時代に海外探検隊で出会った社会人の先輩方から受けた恩は、い
ずれ自分が社会に出てから、後輩のために返してくれると私は信じている。同窓会である海越会には、いずれはいろいろな
世代の先輩・後輩が集うようになるだろうが、その時は皆で力を合わせてグローバル社会の抱える難しい課題の解決にも挑
3グローバル化する社会と向き合う大学生を育てる
戦して、社会に貢献してくれる日が来ることだろう。これが「海外探検隊50年構想」である。これからも末永く年2回の派
遣を続け、いずれ50年で100期生を送り出す日が来ることを夢見たいと思う。
東洋冷蔵本社にて、タイの食品加工工場研修の成果報告をする海外探検隊の学生達
マレーシア・コタキナバルのサバ州政府機関にて、成果報告をする海外探検隊の学生達
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松戸高等学校で、高校生と交流する海外探検隊の学生及びアジア 5大学10名の学生達
ノルウェー・フィヨルド沖にあるサーモン養殖場で、養殖研修を受ける海外探検隊の学生達
